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平成３０年度演習場春季定期整備 

【然別演習場】 【矢臼別演習場】 

矢臼別整備隊長 
第２７普通科連隊長 

砂防ダム整備 

不発弾捜索 

弾着地整備（野焼き） 

安全教育 

しょう舎地区整備 

装輪車道拡幅工事 

道路整備 

然別整備隊長 
第６普通科連隊長 

停弾堤整備 

演習場境界整備 

第１射場整備 

 第５旅団(旅団長 堀井陸将補)は、５月８日(火)から１７日(木)までの間、矢臼別演習場及び

然別演習場において、平成３０年度演習場春季定期整備を実施しました。 

 我々の「道場」である然別演習場及び矢臼別演習場の整備は、第５旅団のみならず、全国から

来道する陸上自衛隊各部隊の練度向上のためにも必要不可欠であり極めて重要な任務です。 

 本演習場整備において各部隊は、あらゆる気象・地形を克服し、「万事、作戦を基準」として

各種訓練施設・道路等の整備に邁進するとともに、各人は「自らの道場は、自らが良くする」と

いう強い信念をもって与えられた任務を完遂し、じ後迎える訓練最盛期において陸上自衛隊が使

用する「我が道場」の整備を完整させました。 
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 今月のシリーズ②では、第５後方支援隊 瘧師１曹・海
斗親子について紹介します。 
 この春、帯広駐屯地に入隊した自衛官候補生（以下 自
候生）は、４月２７日（金）駐屯地内において「徒歩行進
訓練」を実施しました。 
 本訓練は、各人が小銃を携行し、水筒・救急品袋等の個
人用装具や背のうを装着して駐屯地内を１０ｋｍ徒歩で行
進するものであり、約３ヶ月間の基礎教育において、自候
生が乗り越えなければならない最初の大きな挑戦です。 

 行進訓練の終盤、応援に駆けつけた瘧師１曹は「もう少
しだ、最後まで頑張れ！」と 
やや足重に歩く我が子に対し
て喝を入れると、海斗自候生
は微笑みでそれに応えて力を
振り絞り堂々と行進しました。 
 途中辛くも仲間と共に励ま
し合い最後まで歩き抜いた海
斗自候生は、激励してくれた
瘧師１曹に対し「応援に来て
くれありがとう！」と達成感

に満ち溢れた精悍な面持ちで
父に感謝し、同期の元へ踵を
返しました。 

 第５旅団副旅団長（笠松１佐）は、
５月１５日（火）帯広市内において行
われた帯広市自衛隊女性協力会総会の
一環として「大切なことは、被災者の

心に何を残したか・・」を演題に部外
講話を実施しました。 

 講話においては、総会に参加した女
性協力会の方々に対して、笠松副旅団
長がパキスタン防衛駐在官当時に発災
し、現地に甚大な被害をもたらしたパ
キスタン大地震により第５旅団から派
遣された国際緊急援助隊の活動などに
ついて、体験談や写真を交えて講話し
ました。 
 受講した会員は「自衛隊の活動につ 

笠松副旅団長 部外講話 

「涙がこぼれました」 

 第５旅団（旅団長 堀井陸将補）は、矢臼別演習場及び然別演習場に

おいて、隊務の総合一体化施策として各種集合訓練等（中隊長等、第１

科長等、第２科長等、航空偵察基幹要員、広報担当者、人事現況把握及

び人事資料収集）を実施しました。 

 隊務の総合一体化とは、強靭な部隊等を練成するため、全ての隊務を

作戦を基準とした練成訓練の場として捉え練度の向上を図るものです。   

演習場整備 隊務の総合一体化施策 

広報担当者集合訓練（然別） 航空偵察基幹要員集合訓練（矢臼別） 

中隊長等集合訓練（矢臼別） 

いて講師からとて  
もわかり易い説明  
を頂きました。現  
地の子ども達の写  
真や話に感動し、  
涙がこぼれました」 
と目頭を熱くして  
感想を述べました。 

第１科長等集合訓練（矢臼別） 人事現況把握（然別） 

 本訓練は、部隊が演習場に集結する平成３０年度春季演習場定期整備

の場を活用し、「最も強く、最も頼もしい部隊及び隊員の練成」を目的

に実施され、それぞれの集合訓練が所望の成果を上げました。 
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 自衛隊帯広地方協力本部（以下 帯広地本）
（本部長 弓場１佐）は、５月６日（日）帯広
市内の商業施設で行われた「働くクルマと一緒

に写真を撮ろう！」のイベントにおいて「自衛
隊ＰＲコーナー」を開設しました。 

 本イベントには、自衛隊の他に帯広消防署・
警察署が参加し、帯広地本は募集チラシ、募集
パンフレット、オリジナルポケットティッシュ
等を配布するとともに、第４普通科連隊（連隊
長 荒木１佐）の支援による装備品展示及び子  

                

自衛隊帯広地方協力本部 

第４普通科連隊 

自衛隊をＰＲ！ 

 第５偵察隊（隊長 横田２佐）は、４月１７
日（火）別海駐屯地において、この春の定期異
動により転入してきたご家族及び新婚のご家庭
３家族に対し、新たな生活への理解促進などを
目的にオリエンテーションを実施しました。 
 当日は、概況説明・装備品展示等を実施して
隊員の勤務環境をご家族に把握していただくと
ともに、ご家族皆様を囲んで会食をしながら和
やかな雰囲気で別海町の魅力等について語らい
ました。参加したご家族は「職場見学や自衛隊 

参加ご家族での記念撮影 

ども用制服の試着等を行
い、地域住民の方々に自
衛隊をＰＲしました。 

 来場した多くの親子は

「かっこいい、すごいね
！」と記念撮影などをし

て会場は喜びの笑顔で満
ちあふれていました。当
日は約３００人の来場者
が訪れ、地域住民の自衛
隊に対する理解と協力を
深めました。 

子どもとふれ合う女性隊員 

「かっこいいでしょ！」 

第５偵察隊 

転入家族・新婚家庭向け 
オリエンテーション 

第５後方支援隊 
   創隊１４周年記念祝賀会 
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の活動などについて説  
明を聞きとても安心で  
きました。」「夫との  
体験搭乗や営内の生活  
環境を拝見でき、貴重  
な体験となりました。」 

などと話し、本オリエ  

ンテーションを通じて  
新たな生活への不安感  
が和らぎ、部隊との繋  
がりをより厚くするこ  
とができました。 

同乗する新婚の今瀧３曹夫婦 

 第５後方支援隊（隊長 蛯原１佐）は、４月２７日（金）北海道

ホテルにおいて、ご来賓に歴代隊長、防衛協力企業などの出席を賜

り、後支隊ＯＢ会（会長 大久保武氏）との共催により創隊１４周

年記念祝賀会を執り行いました。 

 祝賀会は、創隊を盛大に祝うとともに、隊員の士気高揚や協力諸

団体との親睦を深めることを目的として後友会など約３８０名が参

加して行われ、隊長及び大久保ＯＢ会長挨拶に始まり、初代隊長堀

井克哉氏より祝辞を賜るとともに、引き続き鏡開きを行い祝杯を挙

げました。 

 祝宴においてはラッパ隊と第５音楽隊との合同吹奏や格闘指導官

による訓練展示など、熱の入った余興を行い、大久保会長は「実戦

さながらの格闘訓練に感激した。」「ラッパ隊と音楽隊との共演な

ど、盛り上がる祝賀会でとても楽しかった。」と話すなど、参加し

たご来賓やＯＢの方々からも多数の感想と歓喜のお言葉を頂き、本

行事は盛会のうちに幕を閉じました。  
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Diamond 

第５偵察隊   
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「主人と過ごす大好きな時間」 

 私と主人は、５年の交際を経て今年５月２日に結婚し

ました。出会いは、自動車教習所で私は帯広、主人は釧

路からの参加。第一印象は「随分、日焼けをしている人

だな」と思いました。話しをしてみると話しやすい人で

穏やかな気持ちになった事を覚えています。今はお互い

単身営内で寂しさを感じますが一緒に食事をしながらの

会話が、日々の忙しい業務の中で穏やかな気持ちになれ

る大好きな時間です。  

 特に、料理の話しは主人が漁師の息子なので魚の種類

や美味しい食べ方を話してくれます。一方私は農家の娘

なので「いも団子」等の作り方を話します。夫婦になっ 

 

第５特科隊   

３等陸曹 成田 沙央里  

て、まだ日が浅い 

ですが「主人と過 

ごす大好きな時間」

を大切に温かい家 

庭を築いていきた 

いです。 

  私は、２月２６日から３月８日まで

の間、糠平スキー場で実施された「旅

団スキー指導官養成訓練」に参加し、

念願の部隊スキー指導官の徽章を手に

することができました。 

 これからは、部隊スキー指導官を目

指す隊員を育成しながら、冬季遊撃課

程教育の履修において必要なスキー技

術練度、レンジャー技術、積雪寒冷地

の行動に関する知識を向上させ、冬季

遊撃を取得し、偵察隊員としてのスキ 

ルをあげ

て部隊に

貢献した

いと思い

ます。 

 
（
左
）
第
 
 

 
 
 

 

２７ 

(左）市川３曹 

勤
務
す
る
夫
の
 

成
田
高
利
３
曹
 

普
通
科
連
隊
で
 


